G enkiLife

WA ARK-1 98- XR) & 0—F s
H 4 045 HE=S: APRab07138
FRFUER D #

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

nIRTEE

AL
i

BaFE

RI&

B=FID

SwissProt ID
RER

Al

JHFRY S O—FILHR

Sc&E

WB,IHC,ICC/IF,ELISA

A, RUZR Ty b YL

E[=2544

REIE

I9G

RUSBO—FIL

RIR

Tmg/ml

F7Ya—hkL, 200CTHRELTLESL (12 7BEY) . RE/RBRYA /LRI T ES
Ly,

KEE

50% 7 Uta—Il, 0.5% {FESR /80 E, 0.02% 5421 THEH N £5¢ PBS .
TI4 =T 4T

WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:20000-1:40000

45kDa

AURKA

AURKA; AIK; AIRK1; ARK1; AURA; AYK1; BTAK; IAK1; STK15; STK6; Aurora kinase A; Aurora 2;
Aurora/IPL1-related kinase 1; ARK-1; Aurora-related kinase 1; hARK1; Breast tumor-
amplified kinase; Serine/threonine-protein kinase 15; Serine/threonin
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞周期制御性キナーゼであり、染色体分離中の紡錘体極における微小管形成および／または安定化に関与していると考えられます。コードされているタンパク質は、間期細胞では中心体、有糸分裂では紡錘体極に存在します。この遺伝子は腫瘍の発生および進行に関与している可能性があります。この遺伝子のプロセスされた擬似遺伝子は1番染色体上に、プロセスされていない擬似遺伝子は10番染色体上に存在しています。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,注意：著者らはSTK6とSTK15を2つの異なるタンパク質とみなしていますが、これらは同じタンパク質であることは明らかです。,疾患：AURKAの欠陥は、異数性を含む中心体の数値的異常の原因です。,機能：染色体分離中の中心体/紡錘体極領域の機能に関連して、分裂後期および/または分裂終期の細胞周期調節に役割を果たす可能性があります。微小管の形成および/または安定化に関与している可能性があります。ARHGEF2およびBORAをリン酸化します。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。Auroraサブファミリー。, 類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。, 細胞内局在：間期細胞では中心体、有糸分裂では各紡錘体極に局在する。, サブユニット：TACC1およびCPEB1と相互作用する。基質であるBORAおよびARHGEF2と相互作用する。, 組織特異性：精巣で高発現し、骨格筋、胸腺、脾臓では弱発現する。また、結腸がん、卵巣がん、前立腺がん、神経芽腫、乳がん、子宮頸がんの細胞株でも高発現する。発現は細胞周期によって制御され、G1/S期では低く、G2/M期には蓄積し、その後急速に減少する。,
	研究分野
	卵母細胞減数分裂;
	画像データ
	

	AurA抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ARK-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

